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第第第第 1111 章章章章    はじめにはじめにはじめにはじめに    

日中対照研究は多く行われているが、形容詞に目を向けるものはまだ少ない。日本語の

形容詞は、述語になるだけではなく、連体形と連用形の形で、名詞、形容詞、動詞の前に

も現れる。一方、中国語の形容詞も日本語の形容詞と似ているところが多く、述語になる

場合もあり、名詞や動詞の前にも現れる。ところが、日本語の形容詞が連用形で現れる場

合、対応する中国語訳では、同じように用言の前に現れることは少なく、語順を変えなけ

れば適切な中国語にならない場合が多い。その原因は日本語の形容詞連用形は、語形が同

じでも、実際の意味と機能がさまざまあるからだと推測される。本稿は、日本語と中国語

とを対照して、日本語の形容詞の連用形の機能分類、およびそれに対応する中国語訳の統

語成分の解明を試みようとするものである。 

連用形とはあくまで形態から捉えた名称である。実際、形容詞の連用形が連用修飾だけ

に使われているわけではないことは先行研究からも分かる(橋本・青山 1992)。また、連用

修飾としても違いが見られ、細分類する必要がある。仁田(2002)では形容詞の連用形も含

めて連用修飾成分を「結果の副詞」「様態の副詞」「程度量の副詞」「時間関係の副詞」「頻

度の副詞」に分類している。本稿はこの分類を参考に、形容詞の連用形の機能、および中

国語との対応関係を分析・考察する。分析に用いる用例は主に日本の小説『ノルウェイの

森』(上・下)及びその中国語訳版《挪威的森林》から収集したものである。尚、形容詞の

連用形と言っても、すべてを本稿の研究対象とするわけではない、「～クナイ」、「～クテ」

などの形式で現れる連用形は分類や分析の対象外とする。 

第第第第 2222 章章章章    形容詞の連用形の機能分類形容詞の連用形の機能分類形容詞の連用形の機能分類形容詞の連用形の機能分類    

    形容詞の連用形はまず、連用修飾とそうでないものに分けられる。さらに、連用修飾の

場合、主に主体や対象の状態を表わす結果修飾と動きの様子を表わす様態修飾に分けられ

る。連用修飾ではないものには、並列の機能と内容を表わす機能の二種類がある。 

第第第第 3333 章章章章    形容詞の連用形に対応する中国語構文の問題形容詞の連用形に対応する中国語構文の問題形容詞の連用形に対応する中国語構文の問題形容詞の連用形に対応する中国語構文の問題    

 日本語の形容詞連用形の機能に応じて、対応する中国語構文にはそれぞれ特徴が見られ

る。並列の場合、中国語も並列構造をとる。日本語と同様、並列は限定語(連体修飾)ある

いは述語として現れる。内容を表わす場合、中国語では、目的語の一部あるいは目的語そ

のものとして現れる。結果修飾の場合、中国語は結果を表わす補語成分として現れる。場

合によって、限定語成分(連体修飾)として現れることもある。様態修飾の場合、中国語は

日本語の構文と似た状況語成分(連用修飾)として現れることが多い。 

第第第第 4444 章章章章    考察とまとめ考察とまとめ考察とまとめ考察とまとめ    

 形容詞の連用形に関して、対応する中国語にはいろいろな構文の違いが存在するが、連

用修飾に注目すれば、日本語との共通点は多いと言える。しかし、並列の場合、日本語で

は形容詞と動詞の並列も可能であることと、結果修飾において、対応する中国語が連体修

飾の限定語としても用いられる場合があることは、日本語と中国語の違いと見られる。こ

の二つの相違点の存在にも注意する必要があるだろう。 
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